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市バス・地下鉄のお客様数（令和５年度） 

この度、令和５年度の市バス・地下鉄のお客様数（速報値）について、お知

らせします。 
新型コロナウイルス感染症の拡大により市バス・地下鉄のお客様数は大きく

落ち込み、年度を追うごとに一定の回復は見られましたが、令和４年度時点で

もコロナ前（令和元年度）（以下、「コロナ前」という。）には及ばない状況が

続いていました。 
令和５年度は、５月に新型コロナウイルス感染症の位置づけが５類に移行し

たことにより、通勤・通学の御利用が戻ってきたことや、円安を背景とした外

国人旅行者をはじめとする観光客の増加などにより、市バス・地下鉄の御利用

は一定の回復傾向が見られましたが、依然としてコロナ前の状況には及ばず、

両事業の１日当たりのお客様数は▲４万３千人（▲５．６％）の減少となりま

した。 
運賃収入については、市バスはお客様数の回復に加え平均乗車単価の改善の

効果もあり、コロナ前並みまで回復しましたが、地下鉄は若干下回り、両事業

合わせて、コロナ前と比べ▲６億円の減収となりました。 
 
＜令和５年度の１日当たりのお客様数及び運賃収入＞ 

・市バス   「３３３千人／日」、「２００億円」 

・地下鉄   「３８５千人／日」、「２５２億円」 

・両事業合計 「７１８千人／日」、「４５２億円」 

 

＜前年度(令和４年度)比較＞ 

・市バス  「＋２万４千人増（＋ 7.6％）」、「＋２１億４千万円（＋12.0％）」 

・地下鉄  「＋３万７千人増（＋10.7％）」、「＋２８億５千万円（＋12.7％）」 

・両事業合計「＋６万１千人増（＋ 9.3％）」、「＋４９億９千万円（＋12.4％）」 

 

＜新型コロナウイルス感染症の流行前である令和元年度比較＞ 

・市バス  「▲２万６千人減（▲7.2％）」、「▲１千万円（▲0.0％）」 

・地下鉄  「▲１万７千人減（▲4.2％）」、「▲５億８千万円（▲2.3％）」 

・両事業合計「▲４万３千人減（▲5.6％）」、「▲５億９千万円（▲1.3％）」 

 

○ 市バス・地下鉄１日当たりのお客様数 

 令和元年度 令和４年度 令和５年度 R5/R4 比 R5/R1 比 

市バス 35 万 7 千人 30 万 9 千人 33 万 3 千人 ＋ 7.6％ ▲ 7.2％ 

地下鉄 40 万 0 千人 34 万 8 千人 38 万 5 千人 ＋10.7％ ▲ 4.2％ 

合 計 75 万 7 千人 65 万 7 千人 71 万 8 千人 ＋ 9.3％ ▲ 5.6％ 

 
（注）元年度比については、令和 3 年 4 月実施の「定期旅客数の計上方法の見直し」による

影響等を補正しているため、表中の旅客数の差引及び減少率とは一致しません。 

 

(注)増減率が 0.1％未満の場合は 0.0％と表記 
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≪令和６年度のお客様の状況≫ 

令和６年度のお客様数は、市バス・地下鉄ともに一定回復した状態が続いて

おり、桜の季節やＧＷには、市内各地で観光のお客様による賑わいが見られる

など、４月～５月は市バス・地下鉄ともに、令和５年度と比較すると増加して

います。 

ただし、コロナ前との比較では、４月は市バスが▲３．７％、地下鉄が      

▲４．７％、５月は若干回復し市バス・地下鉄ともに▲１．８％となっていま

すが、依然としてコロナ前までは戻っていない状況です。 

 

[参考]令和６年４月、５月のお客様数 

    （市バスは乗客計数器、地下鉄は改札通過乗降人員に基づく速報値） 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  （注）端数調整により表中の増減率が一致しない場合があります。 
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１ 令和５年度のお客様の動向 

  上半期では８月～９月にかけてお客様数の回復が鈍化していましたが、

秋の観光シーズンに一定回復傾向となりました。以降は１月にかけてコ

ロナ前比での減少率が上下していましたが、年度末にかけて少しずつ回

復していきました。 

その結果、令和５年度の１日当たりのお客様数は、対前年度比で、市バ

スが＋２万４千人（＋７．６％）、地下鉄が＋３万７千人（＋１０．７％）

の増加となりましたが、コロナ前との比較では、市バスが▲２万６千人 

（▲７．２％）、地下鉄が▲１万７千人（▲４．２％）の減少となりました。 

 ○「定期外」のお客様数（１日当たり） 

   令和４年１０月に水際対策が緩和されたことや、円安を背景とした

海外旅行者をはじめとする観光客の増加などにより御利用が回復した

ことで、対前年度比では、市バスが＋１７．７％、地下鉄が＋１７．８％

の増加となりましたが、コロナ前との比較では、市バスが▲６．１％、

地下鉄が▲３．５％の減少となりました。 

 ○「定期券利用」のお客様数（１日当たり） 

   通勤定期は、コロナ禍でのテレワーク等により減少していたお客様

が回復基調にあり、対前年度比では、市バスが＋５．７％、地下鉄が  

＋６．１％の増加となりましたが、コロナ前との比較では、市バスが  

▲１．８％、地下鉄が▲２．０％の減少となりました。 
   通学定期（大学）のお客様数は、対面中心の授業形態に戻ってきたこ

とで、対前年度比では、市バスが＋１６．６％、地下鉄が＋１１．５％

の増加となりましたが、通勤定期に比べて回復は鈍く、コロナ前との比

較では、市バスが▲８．９％、地下鉄が▲６．９％の減少となりました。 

［市バス］                 (注)内訳は主なものを記載 

 令和元年度 令和４年度 令和５年度 R5/R4 比 R5/R1 比 

市バス全体 35 万 7 千人 30 万 9 千人 33 万 3 千人 ＋7.6％ ▲7.2％ 

 
定期外 18 万 7 千人 14 万 9 千人 17 万 5 千人 ＋17.7％ ▲6.1％ 

定 期 9 万 6 千人 8 万 7 千人 9 万 3 千人 ＋6.4％ ▲4.8％ 

  通勤 7 万 2 千人 6 万 8 千人 7 万 1 千人 ＋5.7％ ▲1.8％ 

  通学(大学) 1 万 7 千人 1 万 4 千人 1 万 6 千人 ＋16.6％ ▲8.9％ 

［地下鉄］                (注)内訳は主なものを記載 

（注）全体及び定期の元年度比については、令和 3 年 4 月実施の「定期旅客数の計上方法
の見直し」による影響等を補正しているため、表中の旅客数の差引及び減少率とは
一致しません。 

  

 令和元年度 令和４年度 令和５年度 R5/R4 比 R5/R1 比 

地下鉄全体 40 万 0 千人 34 万 8 千人 38 万 5 千人 ＋10.7％ ▲4.2％ 

 

定期外 20 万 8 千人 17 万 1 千人 20 万 1 千人 ＋17.8％ ▲3.5％ 

定 期 16 万 8 千人 15 万 4 千人 16 万 4 千人 ＋6.6％ ▲3.5％ 

  通勤 10 万 9 千人 10 万 2 千人 10 万 8 千人 ＋6.1％ ▲2.0％ 

  通学(大学) 4 万 0 千人 3 万 4 千人 3 万 8 千人 ＋11.5％ ▲6.9％ 
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≪各月のお客様数及び対元年度、対４年度の増減率≫ 

（単位：千人／日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注）令和元年度の 2 月、3 月は新型コロナの影響があったため平成 30 年度比を記載 

 

２ 令和５年度の運賃収入            （単位：百万円【税抜】） 

 
 (注)増減率が 0.1％未満の場合は 0.0％と表記 

 

○ 運賃収入については、市バスはお客様数の回復に加え平均乗車単価の

改善の効果もあり、コロナ前並みまで回復しましたが、地下鉄は若干下

回りました。 

 ○ 前年度との比較では、市バスは＋２１億４５百万円、地下鉄は＋２８

億４８百万円の増加となりましたが、コロナ前との比較では、市バスは

▲６百万円、地下鉄は▲５億８４百万円で、両事業合計で▲５億９０百

万円の減収となりました。 

  

  

令和４年度対比 令和元年度対比

増減額 増減率 増減額 増減率

市バス 20,015 17,864 20,009 2,145 +12.0% ▲6 ▲0.0%

地下鉄 25,778 22,346 25,194 2,848 +12.7% ▲584 ▲2.3%

両事業
合　計

45,793 40,210 45,203 4,993 +12.4% ▲590 ▲1.3%

令　和
元年度

令　和
４年度

令　和
５年度

R5/R4比 R5/R1比 R5/R4比 R5/R1比 R5/R4比 R5/R1比

４月 338 +12.8%  ▲17.4% 378 +14.8%  ▲9.7% 717 +13.9%  ▲13.4%

５月 338 +13.3%  ▲8.3% 396 +12.6%  ▲6.8% 734 +12.9%  ▲7.5%

６月 335 +10.1%  ▲8.2% 391 +10.0%  ▲7.0% 726 +10.0%  ▲7.6%

７月 332 +12.1%  ▲9.5% 397 +12.6%  ▲7.3% 730 +12.3%  ▲8.4%

８月 312 +11.7%  ▲11.7% 359 +14.8%  ▲9.9% 671 +13.4%  ▲10.7%

９月 341 +12.1%  ▲12.1% 365 +13.3%  ▲14.2% 706 +12.7%  ▲13.2%

１０月 341 +8.6%  ▲7.5% 402 +11.8%  ▲0.8% 742 +10.3%  ▲4.0%

１１月 363 +3.6%  ▲8.0% 429 +10.0%  ▲4.6% 793 +7.0%  ▲6.2%

１２月 327 +3.7%  ▲7.6% 400 +10.0%  ▲2.4% 727 +7.0%  ▲4.9%

１月 303 +1.4%  ▲10.7% 354 +6.4%  ▲7.5% 657 +4.1%  ▲9.0%

 ▲8.3%  ▲4.6%  ▲6.4%

 ▲5.8%  ▲1.9%  ▲3.8%

年平均 333 +7.6%  ▲7.2% 385 +10.7%  ▲4.2% 718 +9.3%  ▲5.6%

両事業市バス 地下鉄

380

２月 326 +2.8% 375

３月 339 +1.3% +4.8% 719 +3.1%

+8.4% 701 +5.8%注 

注 

注 

注 

注 

注 

4



3
57

2
48

2
68

3
09

3
33

3
38

3
38

3
35

3
32

3
12

3
41

3
41

3
63

3
27

3
03

3
26

3
39

▲
1
7
.4
%▲

8
.
3%

▲
8
.
2%

▲
9
.
5%

▲
1
1
.7
%
▲
1
2
.1
%
▲
7
.
5%

▲
8
.
0%

▲
7
.
6%

▲
1
0
.7
%

▲
8
.
3%

▲
5
.
8%

▲
3
.
7%

▲
1
.
8%

▲
3
0.
0
%

▲
2
0.
0
%

▲
1
0.
0
%

0
.0
%

1
0.
0
%

2
0.
0
%

3
0.
0
%

5
0

1
00

1
50

2
00

2
50

3
00

3
50

4
00

令
和
元

年
度

平
均

令
和

2
年

度

平
均

令
和

3
年
度

平
均

令
和

4
年

度

平
均

令
和

5
年

度

平
均

令
和

5
年
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

令
和
6
年

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

1日
当
た
り
の
お
客
様
数

コ
ロ
ナ
前
と
の
増
減
比
較
(注

)

4
00

2
67

2
95

3
48

3
85

3
78

3
96

3
91

3
97

3
59

3
65

4
02

4
29

4
00

3
54

3
75

3
80

▲
9
.
7%

▲
6
.
8%

▲
7
.
0%

▲
7
.
3%

▲
9
.
9%

▲
1
4
.2
%▲

0
.
8%

▲
4
.
6%

▲
2
.
4%

▲
7
.
5%

▲
4
.
6%

▲
1
.
9%

▲
4
.
7%

▲
1
.
8%

▲
3
0.
0
%

▲
2
0.
0
%

▲
1
0.
0
%

0
.0
%

1
0.
0
%

2
0.
0
%

3
0.
0
%

5
0

1
00

1
50

2
00

2
50

3
00

3
50

4
00

4
50

令
和
元

年
度

平
均

令
和

2
年

度

平
均

令
和

3
年
度

平
均

令
和

4
年

度

平
均

令
和

5
年

度

平
均

令
和

5
年
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

令
和
6
年

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

1日
当
た
り
の
お
客
様
数

コ
ロ
ナ
前
と
の
増
減
比
較
(注

)

〔
市

バ
ス

〕
 

           〔
地

下
鉄

〕
 

           

新
型

コ
ロ

ナ
の

５
類

へ
の

移
行

 
バ

ス
一

日
券

の
発

売
停

止
（

9
月

末
）

 

新
型

コ
ロ

ナ
の

５
類

へ
の

移
行

 
バ

ス
一

日
券

の
発

売
停

止
（

9
月

末
）

 

参
考

 
 

１
日

当
た

り
の

お
客

様
数

の
推

移
と

コ
ロ

ナ
前

と
の

減
少

率
 

5


